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■　開 講 日
■ 場 所
■　講義内容

令和３年５月12日（水）
長崎県立北松農業高等学校　農場講義室
座学（ドローン操縦に必要な知識の学習）
実技（ドローン操縦訓練）

概　要

北松農業高校ドローンスクール
■　指導体制
■ 主 催

教官３人
長崎県立北松農業高等学校
田平まちづくり協議会
株式会社 Flight PILOT

田平まちづくり協議会即
戦
力
の
養
成
所
と
し
て
出
発

　

令
和
３
年
５
月
、
北
松
農
業

高
校
と
田
平
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
株
式
会
社 

Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
の
連
携
で
、
北
松
農

業
高
校
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
が
開

講
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
、
田
平
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
北
松
農
業
高

校
へ
ド
ロ
ー
ン
が
貸
与
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
農
業
教
育
を
念
頭
に
授

業
で
の
活
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、「
ド
ロ
ー

ン
講
習
会
」を
開
催
し
、
７
人
の

生
徒
が「
無
人
航
空
機
飛
行
の
許

可
・
承
認
」を
取
得
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
令
和
３
年
度
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
活
か
し
、
受
講
者
に

認
定
証
を
交
付
可
能
な「
ド
ロ
ー

ン
講
習
団
体
」と
し
て
出
発
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
で
国
土
交
通
省
か
ら
認

定
を
受
け
た
の
は
県
内
初
、
公

立
高
校
で
は
全
国
で
３
校
目
、
そ

の
中
で
も
全
９
科
目
の
飛
行
形
態

の
技
能
認
証
を
受
け
た
公
立
高

校
は
、
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
こ
こ
で
、
ド
ロ
ー

ン
操
縦
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を

学
び
、
社
会
へ
と
羽
ば
た
き
ま
す
。

北松農業高校 ×

空
か
ら
平
戸
の
未
来
を
描
く

特
集空

か
ら
平
戸
の
未
来
を
描
く

特
集

北松農業高等学校　☎57-0511問

人または家屋の密集している地域の上空
人または物件と30メートルの距離が確保できない飛行
地表または水面から150メートル以上の高さの空域
進入表面などの上空の空域　夜間飛行
目視外飛行　　　　　　　　催し場所上空の飛行
危険物の輸送　　　　　　　物件投下

フ
ラ
イ
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト

×

技能認証を受けた飛行形態
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特 集
　 　 空 から平 戸 の 未 来を描く

変
化
す
る
時
代
に

求
め
ら
れ
る
技
術
で

平
戸
か
ら
世
界
へ
飛
躍
す
る

「
地
域
農
業
を

  　
　

 

支
え
る
人
材
に
」

「
空
を
舞
台
に

　
　
　

  

農
業
革
命
を
」

「
地
元
で
力
を
合
わ
せ

  

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

北松農業高等学校

教諭　濱野 一郎 先生
はまの　　　  いちろう

株式会社 Flight PILOT

代表取締役　川上 貴之さん
かわかみ　　　たかゆき

田平まちづくり協議会

事務局長　前田 洋志 さん
まえだ　　　　ひろし

　私たちは、佐世保市江迎町を拠点として、全国
のドローン活用事業をサポートしています。
　近年、建設現場や災害時の支援などさまざまな
分野でドローンが活用されていますが、最もドロー
ンの活躍が期待されているのは農業分野です。これ
まで、大規模な機械で長時間を要した作業が、ド
ローン１機による短時間の作業で済むだけでなく、
空からの分析により最適な成育を促すことで、より
質の高い農作物を生産することができるようになり
ます。
　農業の担い手不足が叫ばれる中、農業高校でド
ローンについて学ぶことはとても意義深く感じます。
生徒の皆さんに、省力化や生産性向上といった「農
業革命」に繋がるような研究をしてほしいと思い、
北松農業高校への講習団体認定に協力しました。
　そして近い将来、空を舞台に一緒に働く人材が
育ってくれることを願っています。

　近年、農業は高齢化・後継者不足など深刻な問
題を抱えており、先端技術を用いた「スマート農
業」が注目されています。特に市内では、急勾配の
斜面にある農地が多く、耕作放棄地が増え続けて
いる現状があり、次世代の農業を担う本校生徒へ
の期待は高まっていると感じます。また生徒たちに
とっても、最先端技術の１つである「ドローン」に触
れる機会ができたことは、学習意欲向上や進路決
定にも役立つものと考えています。
　私たち教員もドローン教官の認定を取得したこと
で、学校単独での講習が可能となりました。また
実際に認定取得のための学習を経験したことで、
より生徒に寄り添って助言できます。これから生徒
たちと共に、ドローンをはじめとした「スマート農
業」の今後の可能性について研究していくことで、
農業に興味を持ち、さらに将来の農業について考
え行動してくれることを期待したいと思います。

　田平まちづくり協議会では、平成29年の発足当
初から、ドローン事業に取り組んでいます。地域Ｐ
Ｒのための空撮や、農家の農薬散布のお手伝いな
どを通して、地域の皆さんのお役に立てる事業を展
開したいと思っています。
　また、地域課題を解決するために、地元、北松
農業高校へのドローン貸与をはじめ、航空法の講
習や操縦方法の指導など、次世代の担い手に対す
る教育にも力を入れているところです。
　今回開講した国土交通省認定ドローンスクール
では、技能認定証を交付できます。ドローン技術を
活用した農業や、仕事に生かせるスキルを身に付け、
広い視野での将来の職業選択に役立ててほしいと
願っています。
　これからも、生徒の皆さんの「やる気」をバック
アップし、地域・社会を共に盛り上げていく人材の
育成に全力で協力します。

　
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
で
生
徒
た
ち
は
、地
上
か
ら
だ
け
で
な
く
、空
か
ら
自
分
た
ち
の
学
校
や
ま
ち
を

眺
め
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
学
び
、社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、指
導
者
の
皆
さ

ん
に
、こ
れ
か
ら
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。
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松山　勇斗 さん
（生物生産科・１年生）

まつやま　　　   はやと

　

昨
年
度
の
ド
ロ
ー
ン
講
座
か
ら
参
加
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
歴
２
年
目
に
突
入
し
ま
し

た
。
最
初
に
比
べ
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に

も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
正
確
な

操
縦
を
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
練
習
が
必
要

で
、
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
と
思
い
、

３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
開
講
し
た
ド
ロ
ー

ン
ス
ク
ー
ル
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

祖
父
母
が
米
と
イ
チ
ゴ
を
生
産
す
る
農

家
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
手
伝
っ
て
き
ま
し

た
。
将
来
は
家
業
を
継
ぎ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
卒
業
す
る
ま
で
に「
目

視
外
飛
行
」「
物
件
投
下
」な
ど
、
新
た
な

技
術
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
農
業
大
学
校
へ
進
学
し
、

ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
農
業
に
関
す
る
技
術

を
た
く
さ
ん
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
平
戸
に
戻
り
、
農
業
の
活
性
化
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

「
技
術
を
さ
ら
に
磨
き

　
　
　
農
業
に
活
か
し
た
い
」

特 集
　 　 空 から平 戸 の 未 来を描く　

山川　哲平 さん
（生物生産科・３年生）

やまかわ　　　 てっぺい

　

中
学
３
年
生
の
こ
ろ
に
作
文
を
書
く
た

め
に
調
べ
た
と
き
、
ふ
る
さ
と
の
平
戸
に

は
、
歴
史
や
文
化
に
彩
ら
れ
た
風
景
や
四

季
折
々
の
食
材
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
信
す
る
仕
事
を
す

る
こ
と
が
私
の
夢
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
動
画
を

見
る
機
会
が
増
え
、
私
も
平
戸
の
美
し
い

風
景
な
ど
を
撮
影
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
き
に
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
が
開

講
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、「
参
加
す
る
し

か
な
い
」と
思
い
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

実
際
に
操
縦
す
る
と
、
少
し
だ
け
動
か

す
つ
も
り
が
大
き
く
動
い
て
し
ま
っ
た
り

と
、
加
減
が
と
て
も
難
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
、
ド
ロ
ー
ン
に
触
れ
る
の
が

怖
い
で
す
が
、
授
業
を
通
し
て
自
在
に
操

れ
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
、
平
戸
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

　
　
　 

発
信
し
て
い
き
た
い
」

「
ス
マ
ー
ト
農
業
で

 

平
戸
の
農
業
に
貢
献
し
た
い
」

　

物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
家
の
畜
産
業

や
農
業
を
手
伝
う
中
で
、
将
来
は
家
業
を

継
ご
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中

部
地
区
に
は
た
く
さ
ん
の
農
地
が
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
で
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
の
を
寂
し
く
感
じ
、

ス
マ
ー
ト
農
業
で
地
元
を
活
性
化
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
迷
わ
ず
こ
の
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

色
々
な
農
機
具
を
操
作
を
す
る
中
で
、

機
械
を
扱
う
こ
と
に
は
あ
る
程
度
自
信
が

あ
り
ま
し
た
が
、
空
中
に
浮
く
ド
ロ
ー
ン

の
操
縦
は
繊
細
で
、
と
て
も
難
し
く
感
じ

ま
す
。
授
業
を
受
け
る
中
で
、
ま
ず
は
基

本
的
な
操
縦
に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
将
来
的
に
は
農
薬
散
布
や
運
搬

な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
で
平
戸
を
活
性
化
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
を

習
得
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～ ドローン操縦を学ぶ生徒たちの思い ～

たけだ

竹田　ほなみ さん
（生物生産科・１年生）

１_ドローンでの農薬散布
２・３_室内でのドローン操縦体験

生
徒
た
ち
は
、

課
題
を
解
決
す
る

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

将
来
の
地
域
社
会
を

担
う
一
員
と
し
て
、

力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、

課
題
を
解
決
す
る

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

将
来
の
地
域
社
会
を

担
う
一
員
と
し
て
、

力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
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